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ステアリン酸草分子膜による細骨材の

表面積の測定について

太田誠 一郎

On  the Measurement of the Surface Area of the Fine 

Aggregate by the Stearic Acid Monocular Film 

Seiichiro Ota 

Abstract 

The author explains the new method by which the surface area of the 
fine aggregate such as Kumiho s3nd can be a巴巴uratelymeasured by the stearIc 
acid monocular film. 

著者はさきに土木製舎誌 (Vol.36， No.3， 1951)上マ，骨材の表面積測定の新しい方法と

して，ステアリン酸草分子膜によるものな護表Lた。てのときには砂利治主ぴ昨石のよろな粗

骨材の表師積の測定であクたが，とのたび、は，砂の表面積にクいて，少しくその方法を費えて

測定したものを述べる。

1.費瞭

試料:九味浦標準砂 (0.15-0.074mm， No.100-No.200) 

測定法・試料の砂を数回水洗いし混在する塵挨を除去した後とれを乾陳ずる。さらにとの

試料をぺンゾールで数回洗慌して，溶解して来る不純物を除いた後，真空中で24時間，加熱慶

理して吸着賓験の試料とする。

上記のように前鹿理した砂 100gを共栓マイヱルに秤取しで濃度既知のステアリン般のペシ

ゾ{ル溶液を加え，ときどき，振謹して放置する。 48時間後，上澄液 20cc.者三採り，ベンゾ{

}V百三蒸護させ，残官ステアリン酸を計量する。

最初に加えたステアリン酸溶液濃度からの減少量を以て，砂の友商のまわりに吸着した量と

する。
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II 費験結果

はじめ，ステアリン酸溶液濃度をいろいろに費え，その吸着量を測定した結果は第1表の通

りである。とれから等温吸着線を聾くと第1園のようになる。

第 1表ステアリ ν酸溶液の濃度と唆着量

濃 度 (mg/l00cc) 平均暖着量(mg/l00g)

5 2.0 

10 3.6 

15 3.5 

20 4.0 

25 5.0 

30 6.5 

との第1闘でわかるよろに，初濃度の増加

にfなって吸着量も増すが，ある限界に来ると

吸着平衡に達する部分にたり，との部分がし
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第 1岡 ステアリシ溶液の濃度と吸着量

ばらく縫いてから，また，との平衡が破れて濃度の増加にヲれ吸着量も増加する。

との千衡部分で草分子吸着居が形成され，A黙で草分子膜が完成するとしとのときのステ

アリン酸平均吸着量の 4.0mgf100gを用いて計宇算すると

金 /284.3 
22. x 10 -16'" X 4.0 x 10-5/ι面ぷ而雨戸 186.5cm2Jg 

III むすび

( 1) 吸着時間として， 24時間， 48時間むよぴ72時聞と理化Z写せたが， 24時間では吸着量は

ほとんet;: (， 48時間後は吸着量に費化が認められなかった。ただし，文献に工るとシヱ』カ

{を使用して連縫的に振議すれば30分で充分だとある。

(2) 吸着温度-に閥Lては，決酸カルシウムに封ずる吸着賓験によると，草分子吸着には温

度の影響がないよろである。

との賞験では 150Cで行なった，しかし文献によれば 250Cが最遁と友クている。

第 1園の A賄にづいては，安酸カルシウムの吸着賞験によクて確認した。

また，賓験の結果から，九味浦砂のうち， 0.30-0.15 mm  (No. 50~No. 100)の分はその

* ステア担 Y酸車分子断商積
料 Avogadro's numb巴r
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成績は思わしくない。

とれによヲてみると，との方法による表両積測定は O.15mm以下の微砂，微粉のものに誼

しているまろでるる。従οて，とれ以上の大きさの粒子のものについては他の方法に主タた方

が良い。との研究に営クては，東北大準教授富永費博士(化)，同絹各課教授(化)， ;Jisよび京都

大墜化墜研究所・の7ki度英二博士の御好意によるものが多い，また，賓践には京都大撃の荒川正

文氏に御手停いをうけた。とれらの方々に封し深甚の謝意k表す・る。
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